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塞
瘤
で
↑
め
ブ
ｏ
Ｏ

『
重
訂
解
体
新
書
』
（
十
三
巻
）
は
、
杉
田
玄
白
が
翻
訳
し
た
『
解
体
新
書
」
二
七
七
四
）
を
大
槻
玄
沢
（
一
七
五
七
～
一
八
二
七
）
が
重
訂
し

て
、
一
八
二
六
年
に
刊
行
し
た
西
洋
医
学
の
解
剖
学
訳
書
で
あ
り
、
日
本
の
医
学
史
上
、
特
に
身
体
観
の
変
遷
を
知
る
上
で
重
要
な
医
学
典

「
重
訂
解
体
新
耆
」
所
引
の
中
国
書
籍
の
研
究

Ｉ
「
医
学
原
始
」
と
「
物
理
小
識
」
に
つ
い
て

〔
要
旨
〕
大
槻
玄
沢
の
「
重
訂
解
体
新
書
」
に
は
「
医
学
原
始
」
と
『
物
理
小
識
」
か
ら
の
引
川
が
認
め
ら
れ
る
。
引
朋

の
仕
方
は
原
文
そ
の
ま
ま
の
引
用
、
難
解
な
用
語
に
対
す
る
注
釈
と
し
て
の
引
用
、
原
文
の
誤
り
に
対
す
る
訂
正
と
が

あ
る
。
以
上
を
精
査
し
た
結
果
、
西
洋
医
学
を
日
本
に
導
入
し
た
初
期
段
階
に
お
い
て
は
、
オ
ラ
ン
ダ
医
学
書
の
翻
訳

に
漢
文
の
解
釈
と
説
明
を
利
用
し
て
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
即
ち
、
「
医
学
原
始
』
と
「
物
理
小
識
』
が

「
重
訂
解
体
新
書
」
の
完
成
及
び
西
洋
医
学
の
輸
入
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
、
本
研
究
で
初
め
て
明
ら
か
に

さ
れ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
『
重
訂
解
体
新
書
』
、
『
医
学
原
始
」
『
物
理
小
識
』
大
槻
玄
沢
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「
重
訂
』
の
附
録
篇
に
は
、
西
洋
医
学
の
専
門
用
語
の
解
釈
を
補
完
す
る
た
め
に
、
参
考
と
し
て
漢
籍
を
多
く
引
用
し
た
形
跡
が
認
め
ら
れ

る
。
今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
、
引
用
さ
れ
た
中
国
書
籍
の
種
類
は
二
十
以
上
に
の
ぼ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

『
重
訂
」
の
附
録
篇
に
引
用
さ
れ
た
主
な
漢
籍
は
医
書
で
は
『
内
経
」
（
「
黄
帝
内
経
」
、
即
ち
「
素
問
」
と
『
霊
枢
」
）
、
「
甲
乙
経
』
言
針
灸
甲
乙

経
」
皇
甫
誰
）
、
「
本
草
術
義
」
（
冠
宗
爽
）
、
「
素
問
玄
機
原
病
式
」
（
劉
完
素
）
、
「
万
病
回
春
」
（
襲
廷
賢
）
、
『
本
草
綱
目
」
（
李
時
珍
）
、
『
証
治
準

縄
』
（
王
肯
堂
）
、
『
壽
世
保
元
」
（
翼
廷
賢
）
、
『
医
学
原
始
」
（
王
宏
翰
）
、
『
本
草
備
要
』
（
汪
昂
）
、
『
釈
骨
』
（
沈
形
）
、
『
世
医
得
効
方
』
（
危
亦
林
）

大
槻
玄
沢
が
「
解
体
新
聿
巨
」
を
重
訂
す
る
に
あ
た
り
、
「
我
ヵ
邦
及
漢
土
。
従
前
諸
説
。
間
二
有
下
與
二
西
説
一
暗
合
ス
ル
者
上
・
乃
輯
録
シ
テ

為
二
一
巻
可
以
供
季
参
孜
一
一
一
・
（
わ
が
国
と
中
国
に
お
け
る
各
学
説
の
中
で
、
も
と
よ
り
西
洋
医
学
と
合
っ
て
い
る
も
の
を
集
め
、
一
巻
に
ま
と
め
参

（
２
）

考
に
供
す
）
」
と
述
べ
て
、
そ
れ
を
『
重
訂
」
の
「
附
録
篇
」
と
し
た
。
そ
の
理
由
を
「
若
シ
能
ク
取
ゴ
舎
ス
レ
ハ
之
一
・
則
於
三
発
ｌ
揮
読
二

百
一
汀
理
早
未
ス
三
必
シ
モ
無
コ
ン
ハ
ァ
ラ
小
補
一
也
。
（
も
し
こ
れ
ら
を
よ
く
取
捨
で
き
れ
ば
、
真
理
の
発
揮
に
は
役
立
つ
こ
と
が
少
な
く
な
い
は
ず
だ
か

大
槻
玄
沢
は
『
重
訂
解
体
新
書
』
（
以
下
、
「
重
訂
」
と
略
す
）
中
で
杉
田
玄
白
ら
が
訳
し
た
不
完
全
な
西
洋
医
学
の
訳
語
を
改
め
、
さ
ら
に

（
１
）

当
時
の
基
本
的
な
解
剖
学
訳
語
の
混
乱
も
整
理
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
医
学
に
藺
方
の
導
入
が
進
み
、
西
洋
医
学
が
徐
々
に
発
達
し
て
ゆ
く

本
研
究
に
お
い
て
は
、
大
槻
玄
沢
が
『
解
体
新
書
』
を
重
訂
す
る
た
め
に
、
意
外
な
ほ
ど
数
多
く
の
漢
籍
（
特
に
中
国
の
医
書
）
を
引
用
し

た
こ
と
に
注
目
し
て
、
『
重
訂
」
に
引
用
さ
れ
た
漢
籍
の
中
で
、
「
医
学
原
始
」
と
『
物
理
小
識
」
の
内
容
を
分
析
し
た
。
そ
の
際
に
大
槻
玄

沢
が
何
故
こ
れ
ら
の
書
籍
を
選
ん
だ
の
か
、
大
槻
玄
沢
の
漢
籍
に
対
す
る
選
択
方
針
と
引
用
方
式
を
検
討
し
た
上
で
、
「
重
訂
』
の
完
成
へ
与

え
た
影
響
及
び
中
国
医
学
史
に
お
け
る
『
医
学
原
始
』
と
「
物
理
小
識
』
の
位
置
づ
け
な
ど
を
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
。

ら
だ
こ
と
述
べ
て
い
る
。

こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

本
研
究
に
お
い
て
は
、

た
こ
と
に
注
目
し
て
、
一

一
、
「
重
訂
解
体
新
書
」
に
引
用
さ
れ
た
漢
籍
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二
１
１
「
医
学
原
始
」

『
医
学
原
始
」
は
、
王
宏
翰
が
一
六
八
八
年
に
著
し
た
医
学
書
で
あ
る
。
全
四
巻
、
計
六
十
七
篇
か
ら
な
る
。
本
書
は
中
国
医
学
の
典
籍
と

（
４
）

宋
元
時
代
の
医
家
の
学
説
を
ま
と
め
、
人
体
の
臓
服
気
血
理
論
を
論
述
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
西
洋
医
学
と
性
理
学
を
多
く
取
り
入
れ
て
、

人
体
の
生
理
現
象
と
病
理
変
化
の
説
明
を
企
図
し
た
書
物
で
あ
る
。

著
者
の
王
宏
翰
（
？
～
一
七
○
○
）
は
清
代
の
医
家
で
あ
る
。
字
は
恵
源
で
、
号
は
浩
然
子
と
い
っ
た
。
江
蘇
華
亭
（
現
在
の
上
海
市
松
江
区
）

の
出
身
で
、
後
に
呉
県
（
現
在
の
江
蘇
省
蘇
州
市
）
に
移
っ
て
い
る
。
王
宏
翰
は
儒
学
、
理
学
、
天
文
学
に
詳
し
い
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
り
、

よ
く
西
洋
人
の
耶
蘇
会
士
と
共
に
西
洋
医
学
も
含
め
た
洋
学
の
研
究
を
行
っ
た
。
そ
の
た
め
、
中
国
近
代
医
学
史
に
お
い
て
は
、
西
洋
医
学

（
５
）

を
受
け
入
れ
た
初
期
の
代
表
的
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

王
宏
翰
は
「
医
学
原
始
』
の
ほ
か
に
、
ま
た
、
「
古
今
医
史
」
（
八
巻
）
、
『
四
診
脈
零
大
全
」
（
九
巻
）
、
『
幼
科
機
要
」
、
『
古
今
医
籍
考
」
（
十

二
巻
）
、
「
傷
寒
蟇
読
」
（
九
巻
）
、
「
病
機
洞
垣
』
、
『
本
草
性
能
綱
目
』
（
四
十
巻
）
、
『
刊
補
明
医
指
掌
』
（
十
巻
）
、
「
急
救
良
方
』
二
巻
）
、
「
方
薬

統
例
」
（
三
十
巻
）
、
『
女
科
機
要
」
（
九
巻
）
、
『
怪
症
良
方
」
三
巻
）
、
「
寿
世
良
方
』
（
三
巻
）
、
『
天
地
考
」
（
九
巻
）
、
『
乾
坤
格
鏡
」
（
十
八
巻
）

（
６
）

な
ど
の
医
書
を
著
し
た
が
、
殆
ど
現
存
し
て
い
な
い
。

が
あ
る
。
酉

の
他
に
、
『

し
て
い
る
。

そ
れ
ら
引
用
漢
籍
の
中
で
引
用
頻
度
が
高
か
っ
た
『
医
学
原
始
」
と
『
物
理
小
識
』
を
取
り
上
げ
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

二
、
「
医
学
原
始
」
と
『
物
理
小
識
」
に
つ
い
て

思
想
書
で
は

「
物
理
小
識
」
、

「
荘
子
』
、
『
孟
子
」
、
『
准
南
子
」
が
あ
る
。
歴
史
吉
で
は
「
後
漢
書
」
、
「
通
鑑
』
漢
紀
、
「
貞
観
政
要
』
が
あ
る
。
そ

「
釈
氏
要
覧
』
、
『
黄
庭
経
』
、
『
格
知
鏡
原
」
、
『
蓋
海
集
」
、
『
古
今
韻
会
挙
要
』
、
「
釈
名
』
な
ど
か
ら
の
引
用
も
散
見
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明
末
渭
初
の
十
七
世
紀
に
、
西
洋
人
の
耶
蘇
会
士
は
、
中
国
知
識
人
の
助
力
を
得
て
漢
文
で
書
い
た
書
籍
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
布

教
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
科
学
と
学
問
を
中
国
へ
大
量
に
紹
介
し
て
、
中
国
の
洋
学
の
受
容
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

西
洋
医
学
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
時
の
耶
蘇
会
士
は
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
封
建
貴
族
の
旧
教
を
代
表
し
て
い
た
の
で
、
中
国
に
紹
介
し
た
洋
学
は
、
そ
の
と

『
物
理
小
識
』
は
、
方
以
智
が
約
二
十
年
間
に
わ
た
っ
て
完
成
し
た
百
科
全
書
の
雛
形
で
あ
る
。
本
書
は
一
六
六
四
年
、
息
子
の
中
通
に
よ

っ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
全
十
二
巻
か
ら
な
る
。
書
中
に
動
物
・
植
物
・
鉱
物
・
物
理
・
化
学
・
医
薬
に
関
す
る
先
人
の
諸
学
説
や
古
書

の
記
載
が
数
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。
巻
三
の
「
人
身
類
」
中
に
西
洋
医
学
の
引
用
が
見
ら
れ
る
。

著
者
の
方
以
智
（
一
六
二
～
一
六
七
一
）
は
明
代
の
学
者
で
あ
る
。
字
は
密
之
で
、
号
は
曼
公
、
ま
た
、
竜
眠
愚
者
・
無
可
と
も
い
っ
た
。

安
徽
省
桐
城
県
の
出
身
で
あ
る
が
、
波
澗
万
丈
の
人
生
を
送
っ
た
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
北
京
・
江
西
・
福
建
・
広
東
・
広
西
な
ど
各
地
を

放
浪
し
て
い
る
。
方
以
智
の
学
問
分
野
は
幅
広
く
、
文
学
・
哲
学
・
美
術
・
天
文
・
医
学
な
ど
の
領
域
に
及
ん
で
い
る
。
中
で
も
哲
学
に
優

（
７
）

れ
、
中
国
明
代
の
哲
学
者
と
し
て
高
名
で
あ
り
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

方
以
智
は
湯
若
望
、
畢
方
済
ら
の
西
洋
人
の
耶
蘇
会
士
と
の
交
流
が
あ
り
、
彼
ら
か
ら
西
洋
医
学
を
含
め
た
西
洋
の
学
問
を
得
て
い
た
。

「
物
理
小
識
』
に
は
西
洋
医
学
の
解
剖
学
、
神
経
学
、
生
理
学
の
知
識
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
方
以
智
は
早
期
に
西
洋
医
学
を
受

（
８
）

け
入
れ
た
こ
と
で
、
中
西
医
学
匪
通
（
中
国
医
学
と
西
洋
医
学
を
結
び
つ
け
る
こ
と
）
派
と
そ
の
思
想
の
啓
蒙
者
と
言
わ
れ
て
い
る
。

方
以
智
が
著
し
た
医
学
の
専
門
書
は
『
医
学
会
通
』
（
附
「
明
堂
図
説
」
）
、
『
内
経
経
絡
』
の
手
書
き
写
本
が
あ
り
、
医
学
内
容
に
言
及
し
て

い
る
一
般
の
著
書
と
し
て
は
『
物
理
小
識
』
の
ほ
か
に
『
通
雅
」
が
現
存
し
て
い
る
。

二
１
２
『
物
理
小
識
」

三
、
「
医
学
原
始
」
と
「
物
理
小
識
」
に
引
用
さ
れ
た
耶
蘇
会
士
の
著
書
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き
す
で
に
台
頭
し
て
い
た
近
代
ョ
－
ロ
ッ
パ
科
学
で
は
な
く
、
中
世
期
の
神
学
と
哲
学
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
彼
ら
の
漢
語
の
レ
ベ
ル
と
犀

用
語
の
翻
訳
の
問
題
が
あ
り
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
書
籍
が
主
に
宮
廷
或
い
は
上
流
社
会
に
限
定
し
て
流
通
し
た
と
い
う
問
題
も
あ
っ
た
。

の
結
果
、
広
く
流
布
さ
れ
た
西
洋
医
学
害
、
或
い
は
西
洋
医
学
に
関
す
る
文
献
は
き
わ
め
て
少
な
か
っ
た
。

『
医
学
原
始
』
と
「
物
理
小
識
」
に
主
に
引
用
さ
れ
て
い
た
『
性
学
桷
述
」
、
『
空
際
格
致
」
、
『
泰
西
水
法
』
、
「
主
制
群
徴
』
な
ど
の
文
卦

（
Ⅲ
）

左
記
の
よ
う
に
、
全
て
耶
蘇
会
士
が
漢
文
で
編
述
し
た
も
の
、
或
い
は
彼
ら
が
書
い
た
も
の
を
漢
文
に
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
泰
西
水
法
』
（
一
六
三
一
年
）
は
、
イ
タ
リ
ア
人
熊
三
抜
弓
．
蟹
ｇ
呉
三
国
○
号
厚
器
サ
バ
チ
ン
・
ド
・
ゥ
ル
シ
ス
、
字
は
有
綱
、
三

五
～
一
六
二
○
）
の
口
述
を
徐
光
啓
ら
が
訳
し
た
水
力
機
械
、
農
田
水
利
の
専
門
書
で
あ
る
が
、
人
体
四
肢
の
運
動
原
理
、
体
液
の
生
而

病
理
、
消
化
生
理
の
知
識
、
温
泉
療
法
及
び
人
間
と
自
然
の
関
連
な
ど
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。

『
主
制
群
徴
」
（
一
六
二
九
年
）
は
、
ド
イ
ツ
人
湯
若
望
亀
］
①
画
。
Ｐ
３
ョ
牌
冨
二
く
○
己
団
呂
ア
ダ
ム
・
シ
ャ
ー
ル
、
字
は
道
未
、
一
五
．

～
一
六
六
六
）
の
著
書
で
、
全
二
巻
か
ら
な
る
。
書
中
に
人
体
構
造
と
生
理
機
能
な
ど
の
医
学
知
識
に
言
及
し
て
い
る
。

『
空
際
格
致
』
（
一
六
三
三
年
）
は
、
イ
タ
リ
ア
人
高
一
志
（
と
ｇ
ｏ
ロ
の
匡
印
蟇
曾
○
コ
一
原
名
王
豐
粛
、
一
五
六
六
～
一
六
四
○
）
が
著
し
産

哲
学
の
専
門
書
で
あ
る
。
そ
こ
で
述
べ
て
い
る
学
説
は
近
世
以
前
に
ョ
－
ロ
ッ
パ
で
流
布
さ
れ
た
も
の
で
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
↓

元
素
説
と
生
理
解
剖
の
知
識
に
言
及
し
て
い
る
。

「
性
学
桷
述
』
（
一
六
四
六
年
）
は
、
イ
タ
リ
ア
人
交
儒
略
（
旨
一
①
の
ど
①
ご
一
ジ
ュ
リ
オ
・
ア
レ
’
一
、
字
は
思
及
、
一
五
八
二
～
一
六
四
九
頁

（
Ⅲ
）

し
て
、
陽
璃
諾
、
黎
寧
石
、
伏
若
望
が
校
訂
し
た
宗
教
・
神
学
・
性
学
の
専
門
害
で
あ
り
、
全
八
巻
か
ら
な
る
。
そ
の
中
に
生
理
学
、
｛

学
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。

（
９
）

き
す
で
に
台
頭
し
て
い
た
近
代
ョ
－
ロ
ッ
パ
科
学
で
は
な
く
、
中
世
期
の
神
学
と
哲
学
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
彼
ら
の
漢
語
の
レ
ベ
ル
と
医
学

用
語
の
翻
訳
の
問
題
が
あ
り
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
書
籍
が
主
に
宮
廷
或
い
は
上
流
社
会
に
限
定
し
て
流
通
し
た
と
い
う
問
題
も
あ
っ
た
。
そ

の
結
果
、
広
く
流
布
さ
れ
た
西
洋
医
学
害
、
或
い
は
西
洋
医
学
に
関
す
る
文
献
は
き
わ
め
て
少
な
か
っ
た
。

『
医
学
原
始
』
と
「
物
理
小
識
」
に
主
に
引
用
さ
れ
て
い
た
『
性
学
桷
述
」
、
『
空
際
格
致
」
、
『
泰
西
水
法
』
、
「
主
制
群
徴
』
な
ど
の
文
献
も

（
Ⅲ
）

左
記
の
よ
う
に
、
全
て
耶
蘇
会
士
が
漢
文
で
編
述
し
た
も
の
、
或
い
は
彼
ら
が
書
い
た
も
の
を
漢
文
に
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
泰
西
水
法
』
（
一
六
三
一
年
）
は
、
イ
タ
リ
ア
人
熊
三
抜
弓
．
蟹
ｇ
呉
三
国
○
号
厚
器
サ
バ
チ
ン
・
ド
・
ゥ
ル
シ
ス
、
字
は
有
綱
、
一
五
七

五
～
一
六
二
○
）
の
口
述
を
徐
光
啓
ら
が
訳
し
た
水
力
機
械
、
農
田
水
利
の
専
門
書
で
あ
る
が
、
人
体
四
肢
の
運
動
原
理
、
体
液
の
生
理
と

病
理
、
消
化
生
理
の
知
識
、
温
泉
療
法
及
び
人
間
と
自
然
の
関
連
な
ど
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。

『
主
制
群
徴
」
（
一
六
二
九
年
）
は
、
ド
イ
ツ
人
湯
若
望
亀
］
①
画
。
Ｐ
３
ョ
牌
冨
二
く
○
己
団
呂
ア
ダ
ム
・
シ
ャ
ー
ル
、
字
は
道
未
、
一
五
九
一

～
一
六
六
六
）
の
著
書
で
、
全
二
巻
か
ら
な
る
。
書
中
に
人
体
構
造
と
生
理
機
能
な
ど
の
医
学
知
識
に
言
及
し
て
い
る
。

『
空
際
格
致
』
（
一
六
三
三
年
）
は
、
イ
タ
リ
ア
人
高
一
志
（
と
ｇ
ｏ
ロ
の
匡
印
蟇
曾
○
コ
一
原
名
王
豐
粛
、
一
五
六
六
～
一
六
四
○
）
が
著
し
た
自
然

哲
学
の
専
門
書
で
あ
る
。
そ
こ
で
述
べ
て
い
る
学
説
は
近
世
以
前
に
ョ
－
ロ
ッ
パ
で
流
布
さ
れ
た
も
の
で
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
の
四

元
素
説
と
生
理
解
剖
の
知
識
に
言
及
し
て
い
る
。

「
性
学
桷
述
』
（
一
六
四
六
年
）
は
、
イ
タ
リ
ア
人
交
儒
略
（
旨
一
①
の
ど
①
ご
一
ジ
ュ
リ
オ
・
ア
レ
’
一
、
字
は
思
及
、
一
五
八
二
～
一
六
四
九
）
が
著

（
Ⅲ
）

し
て
、
湯
囑
諾
、
黎
寧
石
、
伏
若
望
が
校
訂
し
た
宗
教
・
神
学
・
性
学
の
専
門
害
で
あ
り
、
全
八
巻
か
ら
な
る
。
そ
の
中
に
生
理
学
、
病
理

（
皿
）
．
（
胚
）

『
重
訂
』
に
引
用
さ
れ
た
頻
度
が
一
番
高
か
っ
た
漢
籍
が
『
医
学
原
始
」
と
『
物
理
小
識
』
で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
。

四
、
「
重
訂
」
に
お
け
る
漢
籍
の
選
択
方
針
と
引
用
方
式
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大
槻
玄
沢
は
「
抑
モ
東
西
彼
我
所
ノ
建
ル
之
医
道
。
摸
定
ト
砲
一
昨
一
実
測
一
・
霄
壌
カ
ニ
懸
異
ナ
リ
（
東
洋
医
学
と
西
洋
医
学
の
医
道
が
建
つ
所
は

摸
定
と
実
測
に
わ
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
天
と
地
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
）
」
と
述
べ
る
。
こ
の
見
解
は
彼
が
西
洋
医
学
を
信
頼
し
て
西
洋
医
学
に

斜
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
彼
が
『
解
体
新
書
」
の
校
訂
に
漢
籍
か
ら
引
用
し
た
内
容
は
、
中
国
医
学
と
、
翻
訳
さ
れ
た
西
洋
医
学

と
の
両
面
に
及
ん
で
い
る
が
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
大
半
が
西
洋
医
学
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
脳
と
神
経
に
つ
い
て
、
「
凡
方
王
二
氏
所
い
説
ク
・
則
蓋
伝
一
グ
西
説
三
而
所
レ
述
（
方
以
智
、
王
宏
翰
の
理
論
は
西
洋
医
学
の
学
説

（
胴
）

に
基
づ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
）
」
、
ま
た
、
「
医
学
原
始
」
の
「
耳
之
聞
官
論
」
に
つ
い
て
「
按
二
是
実
測
ノ
正
説
（
こ
れ
は
実
証
し
た
正
論
で

（
脇
）

あ
る
）
」
と
記
述
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
書
物
を
引
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
大
槻
玄
沢
が
西
洋
医
学
の
記
述
は
実
測
に
基
づ
く
も
の

を
重
視
し
、
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
は
十
分
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

『
医
学
原
始
』
か
ら
の
引
用
は
、
第
二
巻
の
「
四
元
行
論
」
、
「
紅
液
黄
液
」
、
「
黒
液
」
、
「
白
液
」
、
「
脈
経
之
血
由
心
煉
」
、
「
動
覚
至
細
之
力

徳
」
、
「
知
覚
外
官
総
論
」
、
「
目
之
視
官
」
、
「
耳
之
聴
（
間
）
官
」
、
「
鼻
之
嗅
官
」
、
「
口
之
味
（
咳
）
官
」
、
「
身
之
触
官
」
、
「
総
知
司
（
職
こ
、

「
渋
記
司
（
職
）
」
、
「
嘘
吸
論
」
で
、
計
十
五
篇
か
ら
の
引
用
が
あ
っ
た
。

『
物
理
小
識
」
か
ら
の
引
用
は
巻
三
「
人
身
類
」
の
血
液
循
環
と
骨
格
筋
肉
の
構
造
で
あ
る
。

『
重
訂
』
へ
の
引
用
箇
所
と
引
用
文
か
ら
、
大
槻
玄
沢
が
そ
れ
ら
の
漢
籍
を
選
択
し
た
意
図
が
う
か
が
え
る
。
こ
こ
で
は
漢
籍
の
選
択
方
針
、

引
用
の
仕
方
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
そ
れ
ら
引
用
文
を
検
討
し
た
。

四
１
１
選
択
方
針

②
東
洋
医
学
へ
の
評
価

『
重
訂
」
か
ら
大
槻
玄
沢
の
東
洋
医
学
に
対
す
る
態
度
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
医
学
原
始
』
か
ら
（

①
西
洋
医
学
重
視
か
ら
の
引
用
文
で
大
槻
玄
沢
の
選
択
方
針
を
次
の
二
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
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東
洋
医
学
に
つ
い
て
、
杉
田
玄
白
は
「
解
体
新
書
」
に
「
取
言
漢
土
古
今
之
医
籍
宥
而
読
哩
之
。
回
復
讃
研
。
錘
二
有
し
年
突
。
尋
テ

レ

究
説
ニ
其
療
法
論
説
三
・
多
ク
ハ
是
牽
強
附
会
。
疎
函
尤
甚
シ
・
欲
し
蜥
之
ヲ
愈
暗
ク
・
欲
し
匡
し
之
愈
謬
‐
・
芒
芒
乎
ト
シ
テ
猶
程
郡
郭
之

レ

学
つ
歩
ヲ
者
レ
実
。
鳴
乎
。
和
藺
之
聿
自
。
所
し
難
吟
解
シ
者
。
不
し
過
与
十
之
七
一
一
一
・
而
シ
テ
漢
ノ
説
所
し
可
レ
取
〃
者
。
不
し
過
二
十
之

し
二
一
耳
。
（
古
今
の
東
洋
医
学
の
医
書
を
読
ん
で
、
何
年
間
も
か
け
て
研
讃
し
た
が
、
そ
の
療
法
学
説
の
殆
ど
は
牽
強
付
会
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
え
ば
い
よ
い
よ
暗
く
な
り
、
訂
正
し
た
い
と
思
え
ば
さ
ら
に
誤
り
が
生
じ
る
。
莊
然
と
し
て
、
郡
鄭
の
あ
ゆ
み
の
よ
う

（
Ⅳ
）

で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
書
籍
に
は
理
解
し
に
く
い
も
の
は
七
割
に
過
ぎ
な
い
が
、
東
洋
医
学
で
実
用
価
値
が
あ
る
も
の
は
一
割
し
か
な
い
こ
と
い
う
見

二
一
耳
。
（
古

か
っ
た
。
明
ら

で
あ
る
。
オ
ラ

解
を
示
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
大
槻
玄
沢
は
漢
籍
に
親
し
ん
で
い
る
日
本
人
に
西
洋
医
学
を
理
解
さ
せ
る
た
め
に
、
西
洋
医
学
に
言
及
し
て
い
る
中
国

医
書
を
積
極
的
に
引
用
し
た
が
、
引
用
漢
籍
の
中
で
西
洋
医
学
の
観
点
か
ら
見
て
合
理
的
で
な
い
東
洋
医
学
説
は
率
直
に
否
定
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
尿
に
関
し
て
は
、
「
漢
説
二
曰
下
腎
ノ
蔵
し
精
ヲ
・
或
小
腸
ノ
下
口
。
泌
二
別
シ
テ
清
濁
ラ
入
押
卜
膀
胱
痒
者
。
皆
妄
誕
也
。
（
東
洋

（
肥
）

医
学
で
は
、
腎
が
精
を
蔵
す
。
或
い
は
小
腸
の
下
口
が
、
清
濁
を
分
別
し
て
膀
胱
に
出
す
と
い
う
。
す
べ
て
妄
言
で
あ
る
）
」
と
東
洋
医
学
説
を
否
定
し

た
。
内
容
に
よ
っ
て
取
捨
選
択
し
た
例
で
あ
る
。

（
四
）

「
医
学
原
始
』
の
「
耳
為
聞
之
具
。
腎
気
通
子
耳
者
。
（
耳
は
聴
覚
の
器
官
で
、
腎
臓
の
気
は
耳
に
通
じ
る
）
」
と
い
う
東
洋
医
学
の
理
論
に
対
し

て
、
大
槻
玄
沢
は
「
王
氏
未
炉
脱
二
旧
染
一
也
。
耳
何
ゾ
関
コ
ラ
ン
ャ
於
腎
一
一
一
哉
。
（
王
氏
は
ま
だ
旧
説
か
ら
出
て
い
な
い
、
実
際
に
は
、
耳
と
腎

（
鋤
）

臓
に
は
何
の
関
係
も
な
い
）
」
と
批
判
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
西
洋
医
学
に
つ
い
て
「
医
学
原
始
」
が
説
明
し
て
い
る
部
分
で
も
、
内
容
が
東
西
折
衷
さ
れ
、
不
十
分
な
部
分
を
大
槻
玄
沢
は

何
度
も
「
可
惜
也
（
惜
し
む
べ
し
）
」
と
述
べ
て
い
る
。
例
え
ば
、
心
臓
に
つ
い
て
は
「
古
今
ノ
諸
説
。
半
上
落
下
。
此
皆
不
レ
就
レ
実
之
弊
ナ
リ

レ

也
。
唯
戟
近
王
氏
之
書
／
・
則
記
二
伝
聞
之
訳
説
了
有
下
脈
経
之
血
ハ
・
由
斗
心
煉
一
一
一
之
論
。
可
レ
取
〃
者
上
・
惜
ヒ
ヵ
ナ
哉
未
諺
尽
二
其

詳
雫
也
。
（
古
今
の
理
論
は
皆
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
で
、
事
実
と
全
く
合
わ
な
い
欠
点
が
存
在
す
る
が
、
近
代
の
王
氏
の
医
書
は
、
当
時
伝
聞
し
た
伝
来
の
学
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①
原
文
を
肯
定
し
て
採
録

『
物
理
小
識
」
に
お
い
て
、
大
槻
玄
沢
は
事
実
に
基
づ
い
て
い
る
と
判
断
し
た
西
洋
医
学
の
記
事
は
そ
の
ま
ま
採
録
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
「
重
訂
』
第
九
篇
に
脳
神
経
・
脊
髄
神
経
に
関
し
て
は
、
「
謡
脳
ハ
距
啓
卜
身
ヲ
遠
ク
。
不
し
及
三
引
軍
肋
ヲ
以
テ
達
読
二
百

肢
一
一
一
・
復
夕
得
下
頚
臂
髄
連
四
脳
二
為
二
一
因
一
偏
ク
及
冒
ト
ヲ
焉
。
（
脳
は
身
体
よ
り
遠
く
に
あ
る
た
め
、
筋
（
神
経
）
を
引
き
か
ら
だ
の
す
み

ず
み
ま
で
到
達
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
頚
臂
髄
に
よ
っ
て
脳
と
つ
な
が
り
、
一
つ
と
な
る
こ
と
で
全
身
に
ゆ
き
わ
た
ら
せ
て
い
る
）
」
、
「
独

一
偶
。
踊
吟
テ
頚
ヲ
至
二
胸
下
｝
一
一
・
垂
二
胄
口
之
前
一
一
一
・
余
ハ
悉
在
二
頂
内
一
一
一
・
（
た
だ
一
対
が
頚
を
越
え
て
胸
下
に
至
る
、
胄
口
の
前
に
降
り
る
、

そ
の
他
は
す
べ
て
頂
内
に
あ
る
）
」
、
「
導
二
気
ヲ
子
五
官
一
一
一
・
或
凶
令
一
奉
之
動
可
或
ハ
〈
異
〆
之
覚
寺
（
五
官
に
気
を
導
い
て
、
或
い
は
動
か

さ
せ
る
、
或
い
は
感
じ
さ
せ
る
）
」
、
「
又
従
二
臂
髄
一
出
し
筋
三
十
偶
。
各
有
二
細
脈
一
・
秀
分
無
一
一
唐
ト
シ
テ
不
皆
卜
及
。
其
與
レ
層
接
処
。
梢

変
。
似
和
膚
始
テ
縁
。
以
引
吟
気
ヲ
入
廷
膚
二
・
充
二
満
周
身
一
一
一
・
無
し
弗
啓
卜
達
セ
実
。
（
ま
た
、
齊
髄
か
ら
筋
が
三
十
対
出
て
お
り
、
お
の

お
の
別
々
に
分
か
れ
て
い
る
細
脈
が
あ
る
。
及
ば
な
い
皮
層
は
な
く
、
皮
層
と
接
す
る
と
こ
ろ
が
少
々
変
わ
っ
て
皮
膚
の
縁
に
似
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
気
は
導
か
れ
て
皮
膚
に
入
り
込
み
、
全
身
を
満
た
し
て
至
ら
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
）
」
。
「
筋
之
体
。
瓢
一
ラ
其
裏
ラ
・
皮
一
一
一
ス
其
表
三
・
類
二
子
脳
一
一
一
・

以
テ
為
下
脳
ｌ
與
二
周
身
一
・
連
結
之
要
約
上
。
（
稲
）
の
本
体
は
中
に
は
中
味
が
あ
り
、
表
に
は
皮
が
あ
っ
て
、
脳
に
類
し
て
い
る
。
筋
に
よ
っ
て
脳

と
全
身
と
つ
な
が
り
、
連
結
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
）
」
な
ど
の
記
述
が
あ
る
。
左
記
は
す
べ
て
『
物
理
小
識
』
に
お
い
て
『
主
制
群
徴
』
か

引
用
の
仕
方
を
見
て
み
よ
う
。

て
は
一
此
亦
伝
至

る
が
、
説
明
が
詳
し

四
１
２
引
用
方
式

（
幻
）

説
を
記
し
た
。
経
脈
の
血
液
が
心
臓
を
ま
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
詳
細
を
記
録
し
て
い
な
い
の
は
、
惜
し
い
こ
と
で
あ
る
）
」
、
鼻
に
つ
い

て
は
「
此
亦
伝
一
一
西
説
一
・
而
所
け
り
記
也
。
然
し
ド
モ
語
テ
而
不
レ
詳
。
可
レ
惜
也
。
（
こ
れ
も
西
洋
か
ら
伝
わ
れ
た
知
識
を
記
述
し
た
も
の
で
あ

（
池
）

る
が
、
説
明
が
詳
し
く
な
い
の
は
、
惜
し
い
こ
と
だ
こ
と
指
摘
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
大
槻
玄
沢
が
漢
籍
を
参
照
す
る
際
に
は
、
ど
こ
に
主
眼
を
置
い
て
、
引
用
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
「
物
理
小
識
」
を
例
に
彼
の
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ら
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

②
難
解
な
部
分
を
注
釈
す
る
た
め
の
引
用

西
洋
医
学
の
知
識
は
中
国
医
学
と
ま
っ
た
く
異
な
る
た
め
、
日
本
人
に
と
っ
て
難
解
な
箇
所
が
あ
る
。
そ
れ
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め

に
、
大
槻
玄
沢
は
簡
潔
な
言
葉
に
言
い
か
え
、
或
い
は
他
言
の
見
解
や
西
洋
医
学
の
知
識
を
引
用
し
て
注
釈
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
方
以
智
の
「
脳
ハ
散
宰
勤
覚
之
気
三
厭
掘
荘
し
筋
。
（
脳
の
運
動
機
能
が
筋
に
あ
る
）
」
の
記
載
に
対
し
て
、
大
槻
玄
沢
は
「
按
二

謂
レ
筋
卜
者
ハ
。
即
神
経
ナ
リ
也
。
（
筋
は
神
経
で
あ
ろ
う
）
」
と
解
釈
し
て
、
こ
こ
の
「
筋
」
は
神
経
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
指
摘
し
て
い
る
。
（
鰯
）

ち
な
み
に
、
神
経
の
言
葉
は
杉
田
玄
白
が
『
解
体
新
書
」
を
翻
訳
す
る
と
き
、
神
気
の
神
と
経
脈
の
経
と
を
合
わ
せ
て
創
っ
た
言
葉
で
あ
る
。

『
重
訂
』
に
「
脳
之
皮
分
二
内
外
層
了
内
柔
二
而
シ
テ
外
堅
。
（
頭
の
皮
は
堅
い
外
層
と
柔
ら
か
い
内
層
に
分
か
れ
て
い
る
）
」
に
対
し
て
、
大

槻
玄
沢
が
王
宏
翰
の
著
作
か
ら
「
脳
之
髄
。
包
二
以
雪
一
層
之
ｌ
皮
プ
（
脳
の
髄
は
二
層
の
皮
で
包
ま
れ
て
い
る
）
」
を
引
用
し
て
、
こ
れ
が
厚

（
郡
）

と
薄
の
二
枚
の
脳
膜
で
あ
る
と
明
言
し
た
。
引
用
文
の
「
肇
二
始
ス
諸
錨
”
一
・
（
諸
筋
か
ら
は
じ
ま
る
）
」
に
対
し
て
も
、
大
槻
玄
沢
は
再
び
、

「
諸
筋
」
を
「
神
経
諸
道
也
」
と
記
し
、
各
神
経
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

西
洋
医
学
の
「
脊
髄
」
に
対
し
て
、
「
按
二
古
二
所
謂
諸
髄
。
皆
属
二
於
脳
一
・
故
二
上
自
レ
脳
。
下
至
二
尾
龍
一
一
一
・
皆
精
髄
升
降
之
ノ
道

路
ナ
リ
也
。
與
レ
此
暗
二
合
ス
。
（
古
く
一
一
言
わ
れ
て
い
た
諸
髄
は
す
べ
て
脳
と
繋
が
る
。
だ
か
ら
、
上
は
脳
か
ら
、
下
は
尾
龍
に
至
る
ま
で
、
す
べ
て
精

髄
の
昇
り
降
り
す
る
道
で
あ
る
。
こ
れ
は
西
洋
医
学
の
見
解
に
合
っ
て
い
る
）
」
と
見
て
い
る
。
方
以
智
の
「
従
二
臂
髄
一
出
喝
卜
筋
三
十
偶
。
（
脊

髄
か
ら
出
て
い
る
神
経
は
三
十
対
あ
る
）
」
の
脊
髄
神
経
に
関
す
る
記
載
に
対
し
て
も
、
こ
れ
を
「
蓋
伝
二
西
説
了
而
所
嘩
リ
録
ス
ル
也
。
（
西
洋

（
躯
）

か
ら
伝
わ
れ
た
知
識
に
よ
っ
て
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
記
し
て
い
る
。

引
用
し
た
漢
籍
の
誤
っ
て
い
る
箇
所
を
、
大
槻
玄
沢
は
西
洋
医
学
の
知
識
を
も
っ
て
率
直
に
訂
正
し
て
い
る
例
も
あ
る
。

し

例
え
ば
、
「
物
理
小
識
』
に
「
主
制
群
徴
』
か
ら
引
用
し
た
「
筋
自
レ
脳
出
／
者
六
偶
（
脳
か
ら
出
た
神
経
は
六
対
あ
る
）
」
と
い
う
記
述
に
対

③
誤
り
を
訂
正
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こ
こ
で
、
き
わ
め
て
早
い
時
期
に
西
洋
医
学
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
た
『
医
学
原
始
」
と
『
物
理
小
識
』
が
中
国
医
学
史
に
お
い
て
ど
の
よ

う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
、
『
重
訂
解
体
新
書
』
の
完
成
（
翻
訳
）
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
た
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

五
１
１
中
国
医
学
史
に
お
け
る
『
医
学
原
始
」
と
「
物
理
小
識
」
の
位
置
づ
け

十
六
、
七
世
紀
の
中
国
は
社
会
の
激
動
の
時
代
で
あ
り
、
公
刊
さ
れ
た
西
洋
関
係
の
書
物
も
多
く
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

耶
蘇
会
士
に
よ
っ
て
西
洋
医
学
が
中
国
に
導
入
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
の
西
洋
医
学
は
中
国
医
学
に
あ
ま
り
大
き
な
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
。

中
国
医
学
の
さ
ら
な
る
発
展
を
求
め
て
、
中
国
の
医
家
は
中
国
医
学
と
西
洋
医
学
を
統
合
す
る
道
を
探
り
始
め
て
い
た
。
中
西
医
学
雁
通
の

思
想
の
誕
生
で
あ
り
、
流
派
も
そ
の
時
か
ら
徐
々
に
生
ま
れ
た
。
王
宏
翰
と
方
以
智
が
そ
の
時
期
の
西
洋
医
学
を
受
容
す
る
代
表
的
人
物
で

（
訓
）

あ
り
、
中
国
医
学
史
、
特
に
中
西
医
学
膣
通
史
に
名
前
と
業
績
を
残
し
て
い
る
。

（
兜
）

王
宏
翰
は
、
西
洋
医
学
と
は
じ
め
て
出
会
い
、
「
力
斥
旧
説
之
妄
誕
、
尤
疾
蘇
医
之
庸
随
（
旧
説
の
妄
言
を
責
め
、
医
者
の
庸
愚
を
憎
む
）
」

こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
こ
に
中
西
医
学
匿
通
の
発
想
が
生
ま
れ
た
。
そ
れ
を
大
部
の
書
を
も
っ
て
言
及
し
た
の
が
「
医
学
原
始
」
で
あ
る
。

（
酌
）

し
て
、
大
槻
玄
沢
は
「
六
」
は
「
十
」
の
誤
り
で
、
正
し
く
は
「
十
対
」
で
あ
る
と
訂
正
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
脳
神
経
は
十
対
と
い
う

の
が
当
時
の
西
洋
医
学
の
通
説
で
あ
っ
た
。

大
槻
玄
沢
は
王
宏
翰
の
『
医
学
原
始
』
を
重
視
し
て
い
る
が
、
方
以
智
の
「
物
理
小
識
」
の
正
し
い
論
述
で
、
『
医
学
原
始
』
の
誤
り
を
訂

正
し
、
「
重
訂
』
に
記
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
例
え
ば
、
王
宏
翰
の
「
髄
之
後
。
生
二
脊
骨
之
髄
ヲ
於
背
一
一
一
・
又
於
二
脊
骨
一
・
生
二
二
十
四

双
之
筋
↓
。
（
背
骨
・
髄
か
ら
二
十
四
対
の
神
経
が
出
る
）
」
の
論
述
に
対
し
て
、
大
槻
玄
沢
は
こ
れ
が
間
違
っ
た
認
識
で
あ
り
、
方
以
智
の
見
解

（
洲
）

が
正
し
い
と
明
記
し
て
、
王
宏
翰
の
「
二
十
四
双
之
筋
」
の
論
述
を
否
定
し
た
。

①
『
医
学
原
始
』

五
、
考
察



号（20()2）日本医史学雑誌第48巻第2165

『
医
学
原
始
』
の
書
中
に
は
当
時
の
洋
書
か
ら
一
部
の
西
洋
医
学
の
内
容
が
原
文
を
そ
の
ま
ま
採
録
し
た
部
分
と
、
古
代
中
国
医
学
の
知
識

を
取
り
入
れ
た
部
分
と
が
混
在
し
て
い
る
。

前
者
に
属
す
る
部
分
は
、
感
覚
運
動
論
・
記
憶
・
呼
吸
な
ど
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
西
洋
医
学
の
知
識
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
す
べ

て
が
当
時
の
中
国
に
お
い
て
新
し
い
知
識
で
あ
っ
た
。

一
方
、
後
者
に
属
す
る
部
分
は
、
骨
格
と
筋
肉
な
ど
の
解
剖
学
の
記
述
で
あ
る
。
中
国
医
学
の
古
典
「
素
問
』
、
『
霊
枢
」
、
「
甲
乙
経
』
、
「
難

経
』
の
理
論
を
踏
襲
し
た
こ
と
が
は
っ
き
り
看
取
さ
れ
る
。
王
宏
翰
の
中
西
庭
通
は
中
国
医
学
と
西
洋
医
学
の
理
論
を
混
在
さ
せ
た
だ
け
の

こ
と
で
あ
り
、
西
洋
医
学
と
中
国
医
学
の
違
い
を
深
く
細
か
く
分
析
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
刊
行
後
の
「
医
学
原
始
」
が
重
視
さ
れ
な
か

っ
た
の
は
こ
の
こ
と
が
一
因
で
あ
ろ
う
。

原
本
の
残
存
状
況
は
、
こ
の
本
が
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
た
の
か
を
知
る
上
で
貴
重
な
証
拠
で
あ
る
。
中
国
で
、
一
九
九
一
年
に
行
っ
た

中
医
関
係
書
籍
の
全
国
調
査
に
よ
る
と
、
『
医
学
原
始
」
は
現
在
、
一
六
九
一
年
に
刊
行
し
た
四
巻
本
の
み
で
、
中
華
医
学
会
上
海
分
会
図
書

（
羽
）

館
に
一
部
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
『
医
学
原
始
」
は
一
九
八
九
年
、
「
明
清
中
医
珍
善
孤
本
精
選
」
の
シ
リ
ー

（
洲
）

ズ
の
一
冊
と
し
て
、
上
海
科
学
技
術
出
版
社
に
よ
っ
て
影
印
本
が
出
版
さ
れ
た
が
、
「
医
学
原
始
』
に
つ
い
て
は
、
「
清
の
医
家
王
宏
翰
に
よ

る
著
作
『
医
学
原
始
」
は
、
『
空
際
格
致
」
、
『
性
学
桷
述
』
、
「
性
学
書
」
、
『
主
制
群
徴
」
な
ど
の
書
籍
を
引
用
し
て
、
西
洋
医
学
の
四
体
液
説
．

（
妬
）

肝
血
心
説
・
供
養
説
な
ど
を
紹
介
し
た
が
、
そ
の
影
響
は
大
き
く
な
い
」
と
評
価
さ
れ
た
。
こ
の
評
価
は
中
国
で
定
論
と
な
っ
て
い
る
。

認
め
ら
れ
る
。

『
物
理
小
識
」
に
お
い
て
、
方
以
智
は
、
洋
学
に
対
し
て
「
詳
子
質
測
（
質
測
に
詳
し
い
）
」
と
高
く
評
価
し
て
い
た
が
、
「
拙
干
言
通
幾
。

（
通
幾
に
足
り
な
い
）
」
、
「
然
智
士
推
之
。
彼
之
質
測
。
猶
未
備
也
。
（
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
推
論
す
る
と
、
彼
の
実
測
は
ま
だ
完
全
で
な
い
こ

②
一
物
理
小
識
」

『
物
理
小
識
」
はは
医
学
の
専
門
書
で
は
な
く
、
一
種
の
百
科
辞
吉
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
方
以
智
の
西
洋
医
学
を
含
む
洋
学
に
対
す
る
見
解
が
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「
脳
散
動
覚
之
気
。
厭
用
在
筋
。
第
脳
距
身
遠
。
不
及
引
筋
以
達
百
肢
。
復
得
頚
節
臂
髄
。
連
脳
為
一
・
因
偏
及
也
。
脳
之
皮
分
内
外
層
。

内
柔
而
外
堅
。
既
以
保
存
本
気
。
又
以
肇
始
諸
筋
。
筋
自
脳
出
者
六
偶
。
独
一
偶
逮
頚
至
脳
下
。
垂
胄
口
之
前
。
余
悉
存
頂
内
。
導
気
子
五

官
。
或
令
之
動
。
或
令
之
覚
。
又
従
臂
髄
出
筋
三
十
偶
。
各
有
細
脈
芳
分
。
無
層
不
及
。
其
與
膚
接
処
。
梢
変
似
層
。
以
膚
為
始
。
縁
以
引

気
入
膚
。
充
満
周
身
。
無
不
達
芙
。
筋
之
体
。
瓢
其
裏
。
皮
其
表
。
類
干
脳
。
以
為
脳
与
周
身
連
接
之
要
約
。
即
心
与
肝
所
発
之
脈
絡
。
亦

有
其
体
。
以
伝
本
体
之
性
干
周
身
。
蓋
心
肝
与
脳
三
者
。
体
有
定
限
。
必
籍
筋
脈
之
勢
。
乃
能
与
身
相
維
相
頁
。
以
尽
其
責
。
否
則
七
尺
之

躯
。
彼
三
者
何
由
営
之
衛
之
。
使
生
養
動
覚
各
効
霊
哉
？
（
前
掲
訳
文
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
略
す
と

そ
の
後
に
、
「
無
可
注
日
。
此
論
以
肝
心
脳
筋
立
言
。
是
霊
素
所
未
発
。
以
上
二
則
。
従
抄
本
医
書
中
録
出
。
未
詳
作
者
姓
氏
。
（
無
可
は
「
こ

の
学
説
は
肝
心
脳
筋
に
よ
っ
て
立
論
し
た
も
の
で
、
『
素
問
」
、
『
霊
枢
』
に
は
載
っ
て
い
な
い
」
と
注
釈
し
た
。
以
上
二
箇
所
は
紗
本
医
書
か
ら
抄
録
し

（
紐
）

た
も
の
で
あ
る
。
著
者
の
氏
名
は
不
明
で
あ
る
こ
と
記
し
て
い
る
。

（
蝦
）

実
は
、
左
記
の
全
文
は
す
べ
て
『
物
理
小
識
」
に
『
主
制
群
徴
』
か
ら
の
引
用
文
の
抄
録
で
あ
る
。
若
干
の
文
字
の
違
い
は
認
め
ら
れ
る

し

た
0

（
妬
）
（
釘
）

と
不
備
な
点
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。
こ
こ
の
「
通
幾
」
と
は
、
奥
深
く
て
微
妙
な
概
念
を
究
明
す
る
こ
と
で
、
「
質
測
」
と
は
、
す
べ
て

（
犯
）

の
事
物
の
存
在
・
変
化
の
原
因
を
実
際
的
に
観
察
・
測
量
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
認
識
を
も
っ
て
、
方
以
智
は
『
物
理
小
識
」
に
耶
蘇
会
士
の
『
主
制
群
徴
」
か
ら
西
洋
医
学
を
受
容
し
た
。
彼
は
、
西
洋
医
学
の
生

（
糊
）

理
学
的
・
解
剖
学
的
知
識
を
自
分
の
著
作
に
取
り
入
れ
た
最
初
の
中
国
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
州
）

方
以
智
の
著
作
は
、
当
時
の
情
況
下
に
お
い
て
、
「
通
雅
」
と
「
物
理
小
識
」
だ
け
が
認
め
ら
れ
、
広
く
読
ま
れ
た
。
そ
れ
は
中
国
に
早
期

洋
学
の
伝
播
の
重
要
な
源
と
な
っ
た
。

「
物
理
小
識
」
に
引
用
し
、
紹
介
さ
れ
た
西
洋
医
学
の
知
識
が
後
世
に
影
響
を
与
え
た
事
実
が
後
世
の
学
者
の
書
物
に
残
っ
て
い
る
。
清
朝

の
趙
彦
暉
二
八
三
二
～
一
八
九
五
）
は
『
存
存
斎
医
話
藁
』
（
巻
上
第
二
十
条
）
に
脳
神
経
・
脊
髄
神
経
に
関
す
る
内
容
を
次
の
よ
う
に
抄
録
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が
、
後
世
の
人
の
誤
写
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
物
理
小
識
」
に
お
い
て
「
愚
者
日
。
此
論
以
肝
心
脳
筋
立
論
。
是
霊
素
所
未
発
。
故
存
以

備
引
触
（
著
者
曰
く
”
こ
の
学
説
が
肝
心
脳
筋
か
ら
論
述
し
た
も
の
が
、
従
来
の
中
国
医
学
「
素
問
』
、
『
霊
枢
」
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
抄
録

（
州
）

し
て
参
考
と
す
る
）
」
と
い
う
記
述
か
ら
、
趙
彦
暉
が
「
無
可
」
と
記
し
た
著
者
が
方
以
智
で
あ
る
こ
と
は
断
定
で
き
る
。

こ
の
「
是
霊
素
所
未
発
。
故
存
以
備
引
触
」
と
い
う
認
識
は
方
以
智
が
洋
学
に
触
れ
、
西
洋
医
学
と
中
国
医
学
の
異
な
る
点
に
気
付
い
た

際
に
、
西
洋
医
学
を
拒
絶
す
る
こ
と
な
く
、
選
択
的
に
受
容
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
国
医
学
と
西
洋
医
学
の
両
者
を

包
含
す
る
態
度
は
中
国
に
お
け
る
初
期
の
中
西
医
学
匿
通
思
想
の
芽
生
え
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
模
索
は
方
以
智
の
『
通
雅
』
に

も
見
ら
れ
る
。

当
時
の
条
件
下
で
は
、
学
者
の
方
以
智
が
医
学
界
に
与
え
た
影
響
は
あ
ま
り
大
き
く
な
か
っ
た
も
の
の
、
中
国
医
学
史
上
で
は
、
方
以
智

の
中
西
医
学
睡
通
に
関
す
る
発
想
の
提
出
が
早
か
っ
た
こ
と
は
高
く
評
価
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。

百
科
辞
書
で
あ
る
「
物
理
小
識
」
の
西
洋
医
学
的
な
内
容
は
一
部
抄
録
さ
れ
、
更
に
後
世
の
医
学
専
門
害
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
に
し
た
が
、
「
物
理
小
識
」
を
深
く
研
究
し
、
日
本
医
学
へ
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
研
究
し
た
先
行
論
文
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。

「
医
学
原
始
』
と
『
物
理
小
識
』
か
ら
、
王
宏
翰
と
方
以
智
が
、
直
接
、
西
洋
医
学
の
影
響
を
受
け
た
事
実
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
彼
ら
が

耶
蘇
会
士
と
の
付
き
合
い
に
よ
っ
て
、
触
れ
た
西
洋
の
学
問
が
ほ
と
ん
ど
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
液
体
病
理
学
説
と
ガ
レ
ノ
ス
の
解
剖
生
理
学
説

な
ど
の
中
世
医
学
知
識
で
あ
り
、
当
時
に
お
い
て
も
、
西
洋
医
学
的
な
観
点
に
お
い
て
も
、
診
療
技
術
の
点
で
も
、
中
国
医
学
よ
り
優
れ
た

（
“
）

点
が
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
た
め
に
中
国
医
学
に
根
本
的
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
後
世
に
お
い

て
は
、
そ
こ
に
書
か
れ
た
西
洋
医
学
の
内
容
と
、
そ
の
価
値
を
再
認
識
し
た
時
代
の
西
洋
医
学
と
の
間
に
は
、
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
た

五
１
２
『
重
訂
解
体
新
書
」
へ
『
医
学
原
始
』
と
『
物
理
小
識
」
の
影
響

大
槻
玄
沢
が
「
解
体
新
聿
冒
」
を
重
訂
し
た
経
緯
に
つ
い
て
「
車
取
二
原
書
一
・
反
復
玩
味
。
審
二
稽
一
正
文
で
細
二
捜
訓
一
註
証
言
。
考
二

て
は
、
そ
こ
に
書
か
』

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
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大
槻
玄
沢
が
主
に
方
以
智
の
『
物
理
小
識
」
と
王
宏
翰
の
「
医
学
原
始
」
か
ら
数
多
く
引
用
し
た
こ
と
は
既
に
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
そ

れ
ら
の
引
用
の
し
か
た
か
ら
『
医
学
原
始
」
と
「
物
理
小
識
」
の
、
「
重
訂
」
の
完
成
と
日
本
医
学
へ
与
え
た
影
響
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

大
槻
玄
沢
は
『
医
学
原
始
』
と
『
物
理
小
識
」
に
対
す
る
評
価
を
「
漢
自
レ
有
二
医
道
一
以
降
。
三
千
年
。
医
人
之
多
キ
・
医
書
之
霧
キ
・

無
下
一
モ
不
恥
渉
二
陰
陽
五
行
一
者
上
。
而
シ
テ
其
説
頗
〃
係
二
実
測
一
一
一
者
。
僅
二
此
書
卜
（
『
医
学
原
始
」
）
與
訓
ミ
明
方
氏
所
一
レ
著
（
『
物

し

理
小
識
』
）
耳
。
（
中
国
医
学
三
千
年
の
歴
史
に
、
医
者
も
大
勢
お
り
、
医
書
も
多
く
、
そ
れ
ら
で
陰
陽
五
行
に
触
れ
な
い
も
の
は
ま
っ
た
く
な
い
が
、

（
〃
）

実
測
に
基
づ
い
て
完
成
し
た
も
の
は
『
医
学
原
始
』
と
『
物
理
小
識
』
し
か
な
い
）
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
二
言
が
「
是
二
百
年
ノ
前
。

先
庵
我
二
所
壱
テ
發
ス
ル
而
其
得
し
実
者
。
不
し
為
し
不
叶
多
カ
ラ
美
。
（
こ
れ
ら
は
二
百
年
前
の
も
の
で
あ
る
が
、
我
々
が
発
見
す
る
よ
り
先
に

（
禍
）

事
実
を
得
た
も
の
は
少
な
く
な
い
）
」
と
評
価
し
、
さ
ら
に
は
知
覚
外
官
総
論
に
つ
い
て
は
「
蓋
本
ユ
テ
西
説
一
一
一
・
而
シ
テ
合
二
恥
記
卜
與
幸
自

見
一
而
シ
テ
為
啄
説
ヲ
也
。
（
西
洋
学
説
に
基
づ
い
て
い
る
、
中
国
の
旧
説
と
自
分
自
身
の
見
解
を
合
し
て
作
り
上
げ
た
学
説
で
あ
る
）
」
と
評
し
、

視
官
論
に
つ
い
て
は
「
其
説
未
独
レ
為
二
全
ク
尽
ユ
リ
ト
。
然
ル
モ
原
卜
出
二
子
西
説
一
一
一
・
学
者
準
．
勘
シ
テ
之
亨
可
ナ
リ
也
。
（
そ
の
学
説
は
決
し

て
完
壁
と
は
言
え
な
い
が
、
源
は
西
洋
医
学
で
あ
る
の
で
、
学
者
に
と
っ
て
参
考
に
な
る
は
ず
で
あ
る
）
」
、
「
聞
官
論
」
に
対
し
「
今
抄
訓
出
シ
テ
其

７

符
踊
実
二
者
数
条
上
。
辨
．
正
其
訓
謬
一
・
以
テ
資
し
考
ヲ
。
（
今
回
、
事
実
に
基
づ
く
内
容
を
数
カ
所
抄
出
し
て
、
そ
の
正
誤
を
鑑
別
し
て
、

（
柵
）

録
も
あ
る
）
」
と
述
べ
て
い
る
。

索
シ
群
聿
具
・
芳
二
羅
シ
百
氏
ヲ
。
又
屡
く
解
体
シ
テ
。
以
徴
一
一
諸
実
景
一
・
（
再
び
、
原
著
を
読
ん
で
、
何
回
も
味
わ
う
。
正
文
を
対
照
し
、
注

（
妬
）

釈
の
証
拠
を
探
し
、
様
々
な
書
籍
を
調
べ
、
各
氏
の
見
解
を
並
べ
る
。
ま
た
、
よ
く
死
体
解
剖
を
行
っ
て
、
書
籍
と
実
際
を
検
証
し
た
こ
と
述
べ
て
い

る
。
ま
た
、
「
又
如
彗
方
密
之
物
理
小
識
。
王
恵
源
医
学
原
始
↓
略
ク
拠
幸
西
説
一
一
一
而
論
説
ス
ル
者
。
筍
有
琢
一
節
ノ
之
長
。
羽
二
翼
ス
ル
本

説
三
／
者
上
・
抄
シ
テ
以
収
斗
諸
ヲ
名
義
解
中
一
一
一
・
冠
シ
テ
曰
室
方
氏
王
氏
↓
者
是
レ
也
・
又
有
丁
採
声
散
．
見
ス
ル
明
季
以
降
群
書
中
一
一
一
者
上
・
以

為
乙
引
証
計
者
丙
。
（
方
密
之
の
『
物
理
小
識
」
と
王
恵
源
の
『
医
学
原
始
」
は
西
洋
学
説
に
よ
っ
て
論
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
優
れ
て
扉
体
新
宣

の
重
訂
に
役
立
つ
箇
所
を
抄
録
し
て
諸
名
義
解
に
入
れ
る
。
前
に
方
氏
、
王
氏
を
名
付
け
る
。
ま
た
、
引
用
の
証
拠
と
し
て
明
末
以
降
の
書
籍
か
ら
の
抄
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（
別
）

参
考
と
す
る
）
」
と
評
し
て
引
用
に
あ
た
っ
て
の
態
度
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

大
槻
玄
沢
が
「
医
学
原
始
」
と
『
物
理
小
識
」
か
ら
抄
録
し
た
西
洋
医
学
の
知
識
は
す
べ
て
王
宏
翰
・
方
以
智
が
耶
蘇
会
士
の
著
書
か
ら

引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
原
著
者
は
す
べ
て
中
国
に
長
期
間
滞
在
し
、
漢
文
に
も
詳
し
く
、
中
国
の
文
化
と
風
習
に
あ
る
程
度
の
理
解

を
持
っ
て
い
る
西
洋
人
の
耶
蘇
会
士
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
著
作
は
漢
文
で
書
か
れ
た
漢
籍
、
或
い
は
漢
文
に
翻
訳
し
て
中
国
知
識

人
の
校
訂
を
経
た
漢
訳
西
洋
典
籍
で
あ
る
。
小
川
鼎
三
氏
も
「
シ
ナ
で
は
明
の
時
代
か
ら
宣
教
師
に
よ
っ
て
西
洋
の
学
問
が
伝
え
ら
れ
て
、

そ
の
優
秀
性
が
認
め
ら
れ
は
じ
め
た
。
そ
の
気
運
が
い
く
ら
か
で
も
日
本
に
伝
播
し
て
い
た
」
と
耶
蘇
会
士
の
著
書
の
中
国
及
び
日
本
へ
与

西
洋
の
学
問
が
日
本
に
導
入
さ
れ
る
初
期
段
階
に
あ
っ
て
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
原
著
を
直
接
読
め
る
人
は
少
な
か
っ
た
。
漢
文
に
馴
染
ん

で
い
る
日
本
の
知
識
人
に
対
し
て
は
漢
文
に
よ
る
解
釈
と
説
明
は
一
番
理
解
し
や
す
い
近
道
で
あ
っ
た
た
め
、
漢
籍
が
当
時
、
洋
学
の
輸
入

に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
こ
で
、
大
槻
玄
沢
は
「
重
訂
」
に
漢
籍
を
大
量
に
引
用
し
て
、
西
洋
医
学
を
説
明
し
た
。
と
く
に
、
『
解

体
新
書
』
と
「
重
訂
』
を
比
較
し
て
み
る
と
、
本
文
の
翻
訳
に
お
い
て
、
杉
田
玄
白
は
し
ば
し
ば
『
物
理
小
識
」
を
参
考
に
使
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
以
上
に
、
大
槻
玄
沢
は
「
重
訂
』
の
附
録
編
に
『
医
学
原
始
』
と
「
物
理
小
識
』
を
多
く
参
考
に
使
用
し
て
い
る
。
大
槻
が
オ
ラ
ン
ダ

語
を
完
全
に
理
解
し
て
い
た
と
み
ら
れ
な
い
箇
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
西
洋
医
学
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
漢
籍
は
、
「
解
体
新
書
」

を
重
訂
す
る
た
め
に
大
い
に
助
け
に
な
っ
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
医
学
原
始
」
と
『
物
理
小
識
」
が
日
本
で
重
要
視
さ
れ
た
こ
と
の
証
拠
の
一
つ
と
し
て
、
江
戸
時
代
に
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ

（
卵
）
、
（
別
）

た
両
漢
籍
が
内
閣
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
杉
本
っ
と
む
氏
が
「
日
本
人
が
新
し
い
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
医
学
や
自
然
科
学

（
弱
）

を
摂
取
す
る
に
あ
た
り
重
要
な
媒
体
の
役
割
を
演
じ
た
の
が
「
物
理
小
識
」
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
の
閏
学
者
の
間
で
は
、

と
く
に
「
物
理
小
識
」
が
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

（
犯
）

え
た
影
響
を
指
摘
し
て
い
る
。
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文
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作
成
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い
て
、
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指
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を
い
た
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堂
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史
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研
究
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井
シ
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客
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授
、
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便
宜
を
賜
っ
た
北
里
研
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合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
小
曾
戸
洋
部
長
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

中
国
医
学
史
で
は
、
あ
ま
り
重
視
さ
れ
な
か
っ
た
『
医
学
原
始
」
と
「
物
理
小
識
」
を
、
日
本
で
は
、
大
槻
玄
沢
が
原
書
の
西
洋
医
学
の

部
分
を
受
け
入
れ
、
西
洋
解
剖
学
の
導
入
と
紹
介
の
た
め
の
参
考
と
し
て
、
高
く
評
価
し
た
。

以
上
、
本
論
文
に
よ
り
、
『
医
学
原
始
』
と
『
物
理
小
識
」
が
「
重
訂
解
体
新
書
」
の
完
成
に
深
く
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
と
考
え
る
。

も
の
で
あ
る
。

『
医
学
原
始
」
と
『
物
理
小
識
」
は
明
末
清
初
の
中
国
に
お
け
る
、
西
洋
医
学
の
受
容
を
示
す
早
期
の
著
作
で
あ
る
。
王
宏
翰
と
方
以
智
は

そ
の
時
代
に
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
た
中
西
医
学
睡
通
思
想
の
代
表
的
人
物
と
い
え
る
。

大
槻
玄
沢
が
「
重
訂
解
体
新
書
』
を
翻
訳
す
る
と
き
、
西
洋
医
学
を
理
解
す
る
た
め
に
、
『
医
学
原
始
』
と
「
物
理
小
識
』
か
ら
合
理
的
な

部
分
、
事
実
に
基
づ
く
西
洋
近
代
の
解
剖
学
的
知
識
を
重
視
し
て
、
多
く
引
用
し
た
。
引
用
し
た
内
容
が
ョ
－
ロ
ッ
パ
で
は
中
世
の
知
識
で

あ
る
が
、
中
国
に
と
っ
て
未
知
の
も
の
で
あ
っ
た
。
引
用
の
方
法
に
は
原
文
の
採
録
、
難
解
な
部
分
の
注
釈
、
誤
り
の
訂
正
の
三
種
類
が
認

め
ら
れ
た
。
方
以
智
の
「
是
霊
素
所
未
発
。
故
存
以
備
引
触
」
と
い
う
認
識
は
、
中
国
に
お
け
る
早
期
の
中
西
医
学
隆
通
思
想
を
反
映
し
た

一
ハ
、

結
論



日本医史学雑誌第48巻第2号(2002)171

参
考
文
献
お
よ
び
注

（
１
）
酒
井
シ
ヅ
「
「
解
体
新
書
』
と
「
重
訂
解
体
新
書
』
」
洋
学
史
研
究
会
編
「
大
槻
玄
沢
の
研
究
」
一
三
二
頁
、
思
文
閣
、
京
都
、
一
九
九
一
年

（
２
）
杉
田
玄
白
新
訳
・
大
槻
玄
沢
重
訂
『
重
訂
解
体
新
書
」
・
附
言
・
六
丁
表
～
裏
、
東
都
害
鐸
、
千
鐘
房
発
行
、
文
政
九
年
、
以
下
こ
の
版
本
を
使

用
し
た
。
ま
た
、
引
用
に
際
し
て
は
、
返
り
点
・
送
り
が
な
・
中
棒
を
原
文
よ
り
書
写
す
る
こ
と
と
し
た
。

用
し
た
く
ま

（
３
）
前
掲
文
献

（
４
）
性
理
学

（
４
）
性
理
学
理
学
と
も
い
う
。
人
間
の
生
来
も
つ
も
の
（
性
質
・
性
）
と
宇
宙
の
万
物
の
根
元
・
気
質
（
原
理
・
理
）
を
重
視
し
た
学
問
。
中
国
の

宋
時
代
の
学
者
周
嫌
渓
・
程
頴
・
程
頤
・
朱
惠
ら
が
唱
え
た
。

（
５
）
馬
伯
英
ら
著
『
中
外
医
学
文
化
交
流
史
・
中
外
医
学
跨
文
化
伝
通
』
四
八
六
頁
、
文
睡
出
版
社
、
中
国
上
海
、
一
九
九
三
年

（
６
）
萢
行
準
「
明
季
西
洋
伝
入
之
医
学
・
巻
一
」
二
十
八
丁
、
中
華
医
史
学
会

（
７
）
坂
出
祥
伸
「
方
以
智
の
思
想
ｌ
質
測
と
通
幾
を
め
ぐ
っ
て
」
ｌ
薮
内
清
・
吉
田
光
邦
編
扇
情
時
代
の
科
学
技
術
史
』
九
十
三
頁
、
京
都
大
学
人

文
科
学
研
究
所
刊
、
京
都
、
一
九
七
○
年

（
８
）
丁
珪
「
方
以
智
ｌ
中
西
医
学
匪
通
思
想
的
啓
蒙
者
」
謂
華
医
史
雑
誌
』
二
四
巻
二
号
、
八
十
五
頁
、
一
九
九
四
年

（
９
）
張
慰
豊
「
早
期
西
洋
医
学
伝
入
史
略
（
自
漢
唐
至
明
清
時
代
）
」
『
中
華
医
史
雑
誌
』
十
一
巻
一
号
、
一
頁
、
一
九
八
一
年

（
Ⅷ
）
萢
行
準
「
明
季
西
洋
伝
入
之
医
学
・
巻
二
』
中
華
医
史
学
会

（
皿
）
性
学
動
物
と
人
類
の
感
覚
・
知
覚
・
霊
性
及
び
霊
魂
を
論
述
し
て
い
る
学
問
。

（
吃
）
陶
恵
寧
ヨ
重
訂
解
体
新
書
」
所
引
の
『
医
学
原
始
」
に
つ
い
て
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
四
十
六
巻
三
号
、
三
四
二
頁
、
二
○
○
○
年

（
喝
）
陶
恵
寧
ヨ
重
訂
解
体
新
書
』
所
引
の
「
物
理
小
識
』
に
つ
い
て
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
四
十
七
巻
三
号
、
五
○
八
頁
、
二
○
○
一
年

（
皿
）
前
掲
文
献
（
２
）
『
重
訂
解
体
新
書
』
・
附
録
上
・
巻
十
一
・
一
丁
表
～
一
丁
裏

（
略
）
前
掲
文
献
（
２
）
「
重
訂
解
体
新
書
』
・
附
録
上
・
巻
十
一
・
十
六
丁
裏

（
略
）
前
掲
文
献
（
２
）
「
重
訂
解
体
新
書
」
・
附
録
上
・
巻
十
一
・
二
十
七
丁
表
、
細
字
双
行

（
Ⅳ
）
前
掲
文
献
（
２
）
『
重
訂
解
体
新
書
」
・
旧
刻
解
体
新
書
凡
例
・
一
丁
裏

（
鴫
）
前
掲
文
献
（
２
）
「
重
訂
解
体
新
書
」
・
巻
之
六
・
巻
一
名
義
解
下
・
七
丁
裏
～
八
丁
表

（
岨
）
前
掲
文
献
（
２
）
「
重
訂
解
体
新
書
』
・
附
録
上
・
巻
十
一
・
二
十
八
丁
表

鼬
涕

（
２
）
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土イム

（
犯
）
前
掲
文
献
（
５
）
「
明
季
西
洋
伝
入
之
医
学
・
巻
二
二
十
八
丁

（
詔
）
中
国
中
医
研
究
院
図
書
館
編
『
全
国
中
医
図
書
聯
合
目
録
」
、
中
医
古
籍
出
版
社
、
中
国
北
京
、
一
九
九
一
年

（
弘
）
王
宏
翰
『
医
学
原
始
」
（
明
渭
中
医
珍
善
孤
本
精
選
・
清
代
康
煕
三
十
一
年
原
刊
影
印
本
）
、
上
海
科
学
技
術
出
版
社
、
中
国
上
海
、
一
九
八
九
年

（
妬
）
盧
嘉
錫
総
主
編
塵
育
群
ら
著
『
中
国
科
学
技
術
史
・
医
学
巻
」
四
七
九
頁
、
科
学
出
版
社
、
中
国
北
京
、
一
九
九
八
年
。
訳
出
は
筆
者
に
よ
る
。

（
妬
）
王
雲
五
主
編
・
方
以
智
著
『
国
学
基
本
叢
書
四
百
種
・
物
理
小
識
」
・
自
序
・
一
頁
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
中
華
民
国
五
十
七
年

（
釘
）
方
以
智
の
原
文
は
「
重
玄
一
実
、
是
物
物
神
神
之
深
幾
也
。
寂
感
之
穂
。
深
究
其
所
自
来
。
是
日
通
幾
。
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
坂
出

祥
伸
氏
は
「
重
玄
な
る
世
界
に
蔵
さ
れ
て
い
る
．
実
」
を
求
め
る
方
法
で
あ
る
。
「
一
実
」
は
、
別
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
人
間
が
万
物
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
神
秘
な
る
も
の
に
す
ら
と
ら
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
境
地
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
ま
た
、
そ
の
境
地
は
、
有
形
の
も
の
と
し
て
見

る
こ
と
は
で
き
ず
、
た
だ
深
く
か
す
か
な
幾
と
し
て
し
か
あ
ら
わ
れ
な
い
。
寂
感
（
体
用
）
で
成
り
立
つ
世
界
の
よ
り
奥
深
い
所
に
、
深
幾
の
「
よ

り
て
来
た
る
所
を
究
め
る
」
の
が
通
幾
」
（
前
掲
文
献
一
○
○
頁
）
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。

（
銘
）
方
以
智
の
原
文
は
「
物
有
其
故
、
実
考
究
之
。
大
而
元
会
、
小
而
草
木
毒
蠕
。
類
其
性
情
、
徴
其
好
悪
、
推
其
常
変
、
是
日
質
測
。
」
で
あ
る
が
、

（
証
）
前
掲
文
献
（
４
）
四
七
九
頁

（
別
）
前
掲
文
献
（
２
）
「
重
訂
解
体
新
書
』
・
附
録
上
・
巻
十
一
・
二
十
八
丁
表

（
釦
）
前
掲
文
献
（
２
）
「
重
訂
解
体
新
書
」
・
附
録
上
・
巻
十
一
・
三
十
丁
裏

（
泥
）
前
掲
文
献
（
２
）
「
重
訂
解
体
新
書
』
・
附
録
上
・
巻
十
一
・
二
十
八
丁
裏

（
認
）
前
掲
文
献
（
２
）
『
重
訂
解
体
新
書
』
・
附
録
上
・
巻
十
一
・
十
七
丁
裏

（
型
）
前
掲
文
献
（
２
）
「
重
訂
解
体
新
書
」
・
附
録
上
・
巻
十
一
・
十
七
丁
表

（
妬
）
小
川
鼎
三
「
解
体
新
書
の
神
経
学
」
『
順
天
堂
医
学
雑
誌
」
十
五
巻
一
号
、
二
十
九
頁
、
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
年
）

（
恥
）
前
掲
文
献
（
２
）
『
重
訂
解
体
新
書
』
・
附
録
上
・
巻
十
一
・
十
七
丁
表

（
”
）
前
掲
文
献
（
２
）
「
重
訂
解
体
新
書
』
・
附
録
上
・
巻
十
一
・
十
七
丁
表

（
肥
）
前
掲
文
献
（
２
）
『
重
訂
解
体
新
書
」
・
附
録
上
・
巻
十
一
・
二
十
一
丁
表

（
羽
）
前
掲
文
献
（
２
）
「
重
訂
解
体
新
書
」
・
附
録
上
・
巻
十
一
・
十
七
丁
表

（
釦
）
前
掲
文
献
（
２
）
「
重
訂
解
体
新
書
』
・
附
録
上
・
巻
十
一
・
二
十
一
丁
表
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lイ』

（
前
掲
文
献
九

あ
る
と
考
え
る
。

（
調
）
前
掲
文
献
《

（
柵
）
趙
喫
珊
。

（
虹
）
前
掲
文
献
（
｜

（
犯
）
前
掲
文
献
（
｛

（
媚
）
王
雲
五
主
編
・
方
以
智
著
「
国
学
基
本
叢
書
四
百
種
・
物
理
小
識
（
巻
之
三
・
人
身
類
）
」
七
四
頁
、
台
湾
商
務
印
害
館
、
中
華
民
国
五
十
七
年

（
“
）
李
経
緯
主
編
『
中
外
医
学
交
流
史
」
二
六
一
頁
、
湖
南
教
育
出
版
社
、
中
国
長
沙
、
一
九
九
八
年

（
妬
）
前
掲
文
献
（
２
）
『
重
訂
解
体
新
書
」
・
附
言
・
二
丁
裏

（
妬
）
前
掲
文
献
（
２
）
『
重
訂
解
体
新
書
」
・
附
言
・
五
丁
裏

（
岬
）
前
掲
文
献
（
２
）
『
重
訂
解
体
新
書
』
・
附
録
上
・
巻
十
一
・
三
十
二
丁
裏

（
銘
）
前
掲
文
献
（
２
）
『
重
訂
解
体
新
書
」
・
附
録
下
・
巻
之
十
二
・
八
丁
表

（
岨
）
前
掲
文
献
（
２
）
「
重
訂
解
体
新
耆
」
・
附
録
上
・
巻
十
一
・
十
三
丁
裏

（
別
）
前
掲
文
献
（
２
）
『
重
訂
解
体
新
書
』
・
附
録
上
・
巻
十
一
・
二
十
二
丁
裏

（
副
）
前
掲
文
献
（
２
）
「
重
訂
解
体
新
書
」
・
附
録
上
・
巻
十
一
・
二
十
六
丁
裏

（
兜
）
小
川
鼎
三
「
日
本
の
医
学
史
か
ら
（
四
解
体
新
書
の
こ
と
な
ど
）
」
「
日
本
医
事
新
報
「
ジ
ュ
ニ
ア
版
」
」
二
十
号
、
十
一
頁
、
昭
和
三
十
八
年

（
粥
）
王
宏
翰
「
医
学
原
始
』
（
江
戸
時
代
写
本
・
九
巻
・
内
閣
文
庫
）
、
東
京

（
別
）
方
以
智
撰
・
子
藻
校
『
浮
山
此
蔵
軒
物
理
小
識
』
（
寛
政
七
年
写
本
・
十
二
巻
総
論
一
巻
・
内
閣
文
庫
）
、
東
京

弱
）
杉
本
っ
と
む
「
近
代
、
日
・
中
言
語
交
渉
史
序
説
（
方
以
智
「
物
理
小
識
」
を
中
心
に
こ
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
五
十
六
巻
一
号
、
一
八
六
頁
、

一
九
九
九
年
（
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
）

こ
れ
に
つ
い
て
、
坂
出
祥
伸
氏
は
「
す
べ
て
の
物
は
、
か
な
ら
ず
そ
の
存
在
・
変
化
の
「
故
」
が
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
実
際
的
に
考
究
す
る
、
す
な

わ
ち
、
性
情
の
類
別
、
好
悪
の
明
徴
、
常
変
の
推
察
な
ど
、
要
す
る
に
事
物
に
つ
い
て
の
観
察
・
測
量
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
質
測
だ
。
」

（
前
掲
文
献
九
八
頁
）
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
著
者
は
通
幾
と
質
測
が
方
以
智
の
造
語
で
あ
り
、
彼
が
提
唱
し
た
物
理
を
認
識
す
る
方
法
で

小
川
鼎
三

八
月
十
五
日

（
弘
）
一
頁

「
方
以
智
的
医
薬
論
述
和
見
解
」
「
中
華
医
史
雑
誌
』
二
十
三
巻
二
号
、
六
七
頁
、
一
九
九
三
年

（
５
）
『
明
季
西
洋
伝
入
之
医
学
・
巻
こ
二
十
七
丁

（
５
）

（
羽
）

四
七
八
頁
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国
の
口
匡
ｇ
＆
坤
○
９
房
の
白
目
ご
局
の
言
四
湧
酋
匡
○
目
侭
号
①
日
侭
言
四
岸
①
陣
ゐ
こ
ｇ
旨
い
号
①
目
８
ｍ
目
］
（
）
国
房
吾
①
島
鄙
ｇ
岸

庁
①
吋
口
〕
印
》
四
国
・
Ｐ
巨
○
庁
員
〕
ぬ
庁
ゴ
①
口
』
庁
○
○
○
吋
局
の
○
計
①
同
Ｈ
Ｏ
時
の
』
口
庁
ゴ
①
（
）
風
”
』
己
四
一
庁
の
×
庁
．

ヨ
ョ
ゴ
①
ロ
皇
昌
①
印
庁
①
Ｈ
国
員
］
①
○
一
○
国
ロ
①
鐸
渕
由
の
酌
吋
の
庁
』
ご
言
尽
‘
（
）
旦
匡
の
①
Ｑ
庁
○
］
四
口
ｍ
ご
）
庁
ゴ
の
一
画
骨
①
Ｈ
己
吋
の
斤
色
計
胃
○
画
四
唇
・
《
｝
〕
①
①
〆
で
一
四
口
山
口
○
二
○
開

○
巨
】
昂
め
①
の
訂
閉
門
の
弓
四
の
具
ご
い
①
Ｑ
８
茸
四
口
の
匿
訂
口
巨
月
画
目
①
＆
ｏ
巴
ケ
○
○
穴
い

弓
面
①
の
目
・
園
｝
国
の
ｏ
面
罵
鄙
①
Ｑ
ざ
儲
昏
①
酌
吋
牌
庁
』
目
①
昏
胃
《
吟
国
営
〆
匡
①
冒
匡
四
目
の
三
》
》
幽
邑
・
《
卓
ご
匡
匡
〆
旨
○
の
言
》
》
Ｃ
Ｏ
ロ
ヰ
号
昌
①
・

ぬ
Ｈ
①
日
々
８
号
①
四
Ｃ
ｏ
ｏ
日
亘
尉
冨
己
①
貝
ａ
《
ａ
弓
旦
凰
尻
閏
国
一
‐
の
巨
己
の
壷
○
》
》
閏
己
ｇ
芽
①
一
日
己
○
風
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